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市からのお知らせ Information

※（　）内は前月比

市の人口
令和 3年 11月末現在

男 15 人　女 16 人

  男 33,372 人
  女 37,600 人
  計 70,972 人

35,076 世帯 （-12）

（-53）
（-30）
（-83）

人口

世帯数

11 月の出生

■市県民税 普通徴収…第 4 期分、給与特別徴収…12 月徴収分
■国民健康保険税 普通徴収…第 7 期分
■介護保険料 普通徴収…第 7 期分
■後期高齢者医療保険料 普通徴収…第 7 期分
※納期限後の納付は、督促手数料及び延滞金を加算する場合があ
ります。

1 月の納税等

生
涯
骨
太
ク
ッ
キ
ン
グ
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す

　

カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
の
改
善
を
め
ざ
し

て
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
作
り
を

し
ま
せ
ん
か
。

★
★
2
月
5
日
㊏  

10
時
～
13
時

★
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
４
階
「
料
理
実

習
室
」

★
市
に
住
民
票
が
あ
る
方

★
15
名
［
先
着
］

★
５
０
０
円

★
上
履
き
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ

ス
ク
・
手
拭
き
1
枚
・
布
巾
1
枚
・
持

ち
帰
り
用
容
器
・
筆
記
用
具

★
１
月
11
日
㊋
～
28
日
㊎
に
、
左
記
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
健
康
増
進
課 
健
康
管
理
係
（
市
民
総

合
セ
ン
タ
ー
２
階
）

★
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

第99回　冬の感染症について

　冬は、インフルエンザ・乳幼児おう吐下
痢症・RS ウイルス感染症などが流行しま
す。この原因になるウイルスは、乾燥と寒
さを好むからです。これらは、高熱やひど
い下痢、おう吐、せき、鼻水などの症状が
多く見られるのが特徴です。
【予防方法】
◇手洗い・消毒
　外で遊んだ後は必ず手洗いをするように
しましょう。アルコールを含んだ消毒液で
手を消毒するのも効果的です。
◇換気
　定期的に換気して、ウイルスを外に出し、

新鮮な空気を取り入れましょう。
◇人混みを避ける
　なるべく外出を控えるようにして、人混
みを避けることも大切です。大人が家庭に
ウイルスを持ち込まないことが第一です。
◇免疫力を高める
　免疫力が弱っていると、感染しやすくな
ります。また、感染したときに症状が重く
なってしまうおそれがあります。普段から
十分な睡眠とバランスの良い食
事を心掛け、免疫力を高めてお
きましょう。

　　　子育てクラブすく
すく

　

地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
消
防
団
女

性
分
団
さ
ん
か
ら
学
ぶ
「
教
え
て
！
女

性
分
団
さ
ん
～
訓
練
用
人
形
（
乳
児
・

小
児
・
成
人
）
を
使
っ
た
応
急
手
当
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
～
」
を
開
催

し
ま
す
。

★
★
2
月
5
日
㊏  

10
時
～
11
時
30
分

★
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
４
階
「
交
流

ホ
ー
ル
」

★
女
性
分
団
結
成
の
経
緯
や
活
動
等
の

お
話
と
、
１
１
９
番
通
報
体
験
を
通
し

て
応
急
手
当
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま

す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
の
観
点
か
ら
の
応
急
手
当
に

つ
い
て
も
学
び
ま
す
。

■
講
師　

田
上 

享た
か
こ子

さ
ん
（
市
消
防

団
女
性
分
団
長
）、
女
性
分
団
員
さ
ん

★
20
名
［
先
着
］

★
１
月
11
日
㊋
～
２
月
３
日
㊍
に
、
左

記
へ
電
話
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

★
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
市
民
総

合
セ
ン
タ
ー
４
階
）

★
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
３
６

★danjo@
city.tanabe.lg.jp

「
教
え
て
！
女
性
分
団
さ
ん
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

田
辺
の
明
日
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
共
有
し
、

ま
ち
の
未
来
を
み
ん
な
で
考
え
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
人
材

の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

★
2
月
13
日
㊐

★
13
時
30
分
～
16
時
30
分

★
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
ｉ
ｇ
―

Ｕ「
多

目
的
ホ
ー
ル
」

★
登
壇
者
に
よ
る
事
例
発
表
や
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◇
登
壇
者　

真
砂 

充
敏
（
田
辺
市
長
）、

西
川 

一か
ず
ひ
ろ弘
さ
ん
（
国
立
大
学
法
人
和

歌
山
大
学
准
教
授
）、
田
上 

雅ま
さ
と人
さ
ん

（
㈱
た
が
み
代
表
取
締
役
）、
後
藤 

昇
の
ぼ
る

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
え
え
と
こ
ね
っ
と
龍
神

村
理
事
長
）

◇
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

山
下 

博ひ
ろ
み美

さ
ん
（
㈱
和
歌
山
放
送
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
）

★
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
、
市
内
に

在
住
・
勤
務
・
在
校
し
て
い
る
中
学
生

以
上
の
方

★
１
０
０
名
［
先
着
］

★
２
月
10
日
㊍
ま
で
に
、
左
記
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
推
進
係
（
市

民
総
合
セ
ン
タ
ー
３
階
）

★
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
８

子
供
の
読
書
活
動
推
進
に
関
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す

★
★
2
月
2
日
㊌  

10
時
～
12
時

★
た
な
べ
る
２
階
「
大
会
議
室
」

■
講
師　

水
野 

美み

か香
さ
ん
、
久く
は
ら原 

幸ゆ
き
こ子
さ
ん
（
名
古
屋
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ

ン
グ
の
会
「
ま
ほ
う
の
お
な
べ
」）

★
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
実
演
と
講
義

★
40
名
［
先
着
］

★
左
記
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
市
立
図
書
館

★
０
７
３
９
（
２
２
）
０
６
９
７

地
域
講
演
会
「
考
え
る
、
土
砂

災
害
」
〜
自
主
防
災
力
を
高
め

る
た
め
に
〜
を
開
催
し
ま
す

　

土
砂
災
害
に
つ
い
て
考
え
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
安
全
か
つ
迅
速
な
避
難
に

役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
県
内

各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
2
月
5
日
㊏　

★
13
時
30
分
～
15
時
40
分

★
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
ｉ
ｇ
―

Ｕ「
多

目
的
ホ
ー
ル
」

★
１
０
０
名
［
先
着
］

★
2
月
1
日
㊋
ま
で
に
、
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
を
添
え
て
、
左
記
へ
電
話
又

は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
和
歌
山
県
土
砂
災
害
啓
発
セ
ン
タ
ー

〒
６
４
9
―

5
3
0
2

東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
大
字
市
野
々

3
0
2
7
―

6

★
０
７
３
５
（
２
９
）
７
５
３
1

★
０
７
３
５
（
２
９
）
７
５
３
４

★e0806041@
pref.w

akayam
a.

lg.jp

　

世
界
農
業
遺
産
「
み
な
べ
・
田
辺
の

梅
シ
ス
テ
ム
」の
情
報
発
信
の
た
め
、フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
入
賞
作
品

を
令
和
５
年
世
界
農
業
遺
産
「
梅
シ
ス

テ
ム
」
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ　

み
な
べ
町
や
旧
田
辺
市
の

景
色
、
梅
栽
培
や
梅
加
工
・
製
炭
な
ど

の
作
業
風
景
、
伝
統
的
な
農
耕
祭
事
、

生
息
す
る
生
き
物
等

■
◇
入
賞　

12
作
品　

◇
賞
品　

国
内
世
界
農
業
遺
産
認
定
地

域
特
産
品
５
０
０
０
円
相
当

★
８
月
31
日
㊌
［
必
着
］
ま
で
に
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し

込
み
い
た
だ
く
か
、
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
載
の
上
、
左
記
へ
直
接
持
参

又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先　

梅
振
興
室
（
本
庁
舎
別
館

２
階
）

〒
６
４
６
―

８
５
４
５ 

新
屋
敷
町
１

★
「
み
な
べ
・
田
辺
地
域
世
界
農
業
遺

産
推
進
協
議
会
」
事
務
局
（
み
な
べ
町

う
め
課
内
）　

★
０
７
３
９
（
３
３
）
９
３
１
０

★

h
ttp

s://w
w

w
.g

ia
h

s-
m

inabetanabe.jp/

世
界
農
業
遺
産
「
み
な
べ
・
田

辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す



有 料 広 告
２枠連結（縦 46mm × 横 174mm）
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有料広告 広告主及び広告内容については、市が推奨等するものではありません。広告内容についてのお問合せは、直接広告主にお願いします。

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
助

成
事
業
を
行
い
ま
す

小
型
特
殊
自
動
車
も
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い

　

公
道
走
行
し
な
い
も
の
や
工
場
内
で

の
み
使
用
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
左

表
に
該
当
す
る
小
型
特
殊
自
動
車
は
、

左
記
へ
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
申

告
が
必
要
で
す
。

★
税
務
課 

庶
務
係
（
本
庁
舎
2
階
）

★
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
１
９

　

令
和
３
年
度
に
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
次
に
該
当

す
る
方
は
、
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
助
成
期
間　

3
月
31
日
㊍
ま
で

※
本
事
業
は
今
年
度
で
終
了
し
ま
す
。

★
市
に
住
民
票
の
あ
る
①
～
③
の
方

で
、
過
去
に
こ
の
助
成
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
方
（
１
人
1
回
の
み
）

①
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
19
歳
以
上
50

歳
未
満
（
昭
和
46
年
4
月
2
日
～
平
成

15
年
4
月
１
日
生
）
の
女
性

②
妊
婦
の
夫
（
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
方
を
含
む
。）　

※
昭
和
37
年
4
月
2
日
～
昭
和
54
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
方
は
、
風
し
ん
の
追

加
的
対
策
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

③
令
和
３
年
4
月
1
日
以
降
に
、
か
か

り
つ
け
等
の
理
由
で
、
市
の
契
約
医
療

機
関
以
外
で
接
種
さ
れ
た
方

※
償
還
払
（
支
払
っ
た
費
用
の
一
部
の
払

い
戻
し
）
の
手
続
が
必
要
で
す
。

★
左
記
及
び
各
行
政
局
住
民
福
祉
課
（ 

19
ペ
ー
ジ
参
照
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

★
健
康
増
進
課 

母
子
保
健
係
（
市
民

総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
）

★
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

★h
ttps://w

w
w

.city.tan
abe.

lg.jp/kenkou/index.htm
l

物
品
入
札
参
加
者
等
登
録
の
受
付

を
し
ま
す

　

市
が
発
注
す
る
物
品
（
食
料
品
を
除

く
。）
及
び
役
務
等
（
警
備
・
物
品
賃
貸
・

集
団
健
康
診
査
等
）
の
業
務
を
受
注
し

よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
物
品
入
札
参

加
者
等
と
し
て
の
登
録
が
必
要
で
す
。

■
登
録
の
有
効
期
間　

令
和
４
年
4
月

１
日
～
令
和
7
年
３
月
31
日

★
２
月
１
日
㊋
～
28
日
㊊
［
消
印
］
に
、

所
定
の
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、
左
記
へ
直
接
持
参
又
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

■
要
項
の
配
布　

左
記
で
配
布
す
る

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。
郵
送
を
希
望
の
場
合
は
、

１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

を
同
封
の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
◇
契
約
課 

契
約
係
（
本
庁
舎
３
階
）

〒
６
４
６
―

８
５
４
５ 

新
屋
敷
町
１

■
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
４

★h
ttps://w

w
w

.city.tan
abe.

lg.jp/keiyaku/index.htm
l

◇
各
行
政
局 

総
務
課

★ 

19
ペ
ー
ジ
参
照

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
・
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

2
0
2
2
を
開
催
し
ま
す

★
１
月
30
日
㊐　

★
14
時
開
演
（
13
時
30
分
開
場
）

★
紀
南
文
化
会
館
「
小
ホ
ー
ル
」

★
◇
第
１
部　

新
人
コ
ン
サ
ー
ト

森 

克か
つ
み海
さ
ん
（
マ
リ
ン
バ
）、
松
本 

椎し
い
な名
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）、
南 
皐こ
う
た
ろ
う

太
郎

さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）、
冨と
か
み上 
真ま

き生
さ
ん

と
高
安 

美み

ほ帆
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
連
弾
）、

吉
野 

琴こ
と
み美
さ
ん
（
声
楽
ソ
プ
ラ
ノ
）、

北
岡 

佐さ

つ

き
都
伎
さ
ん
（
声
楽
ソ
プ
ラ

ノ
）、
吉
野 

琴
美
さ
ん
と
北
岡 

佐
都

伎
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
デ
ュ
オ
）

◇
第
２
部　

ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト　

下
田 

藤と
も
ふ
み

百
史
さ
ん
（
ギ
タ
ー
）、
小

畑 

裕ゆ
う
や哉

さ
ん
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）

★
◇
前
売　

５
０
０
円

◇
当
日　

８
０
０
円

※
全
席
自
由
席
。
チ
ケ
ッ
ト
は
、
左

記
及
び
紀
南
文
化
会
館
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

★
文
化
振
興
課 

文
化
振
興
係
（
市

民
総
合
セ
ン
タ
ー
３
階
）

★
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
３

水
道
管
の
凍
結
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い

種類 構造及び原動機 大きさ及び最高速度 年額

小型特殊
自動車

フォークリフト、ショベルローダ、タイ
ヤローラ、ロードローラ、グレーダ、ロー
ドスタビライザ、国土交通大臣の指定す
る構造のカタピラを有する自動車及び国
土交通大臣の指定する特殊な構造を有す
る自動車（林内作業車、原野作業車、ホイー
ルキャリア、草刈作業車等）

車両長さ 4.7m 以下
車両の幅 1.7m 以下
車両の高さ 2.8m 以下
最高速度 15km/h 以下

5,900 円

農耕用
作業車

農耕用トラクター、農耕用薬剤散布車、
刈取脱穀作業車（コンバイン）、田植機及
び国土交通大臣の指定する農耕作業用自
動車（乗用装置のあるものに限ります。）

最高速度 35km/h 未満 2,000 円

■小型特殊自動車の種類

償
却
資
産
を
忘
れ
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い

　

12
月
中
旬
に
償
却
資
産
（
固
定
資
産

税
）申
告
の
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

対
象
資
産
を
お
持
ち
の
方
で
案
内
が
届

い
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
で
、
会
社

や
個
人
で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し

て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
用
に
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
資
産
（
土
地
・
家
屋
を

除
く
。）
を
所
有
し
て
い
る
場
合

■
必
要
書
類

◇
償
却
資
産
申
告
書
・
種
類
別
明
細
書

（
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。）

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
と
本

人
確
認
で
き
る
書
類

※
法
人
番
号
確
認
に
は
本
人
確
認
の
手

続
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
代
理
で
申
告
さ
れ
る
場
合
は
、
代
理

人
の
本
人
確
認
書
類
と
委
任
状
等

★
1
月
31
日
㊊
ま
で
に
、
左
記
又
は
各

行
政
局
住
民
福
祉
課（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）

へ
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
申
告
し
て

い
た
だ
く
か
、
電
子
申
告
（
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
）
し
て
く
だ
さ
い
。

★
税
務
課 

資
産
税
係
（
本
庁
舎
2
階
）

★
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
１

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
に

関
す
る
登
録
（
新
規
・
更
新
）

を
受
け
付
け
ま
す

　
「
公
共
下
水
道
排
水
設
備
等
工
事
責

任
技
術
者
」
及
び
「
公
共
下
水
道
排
水

設
備
等
指
定
工
事
店
」
の
登
録
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。
※
登
録
期
限
が
令
和

４
年
３
月
31
日
の
方
は
登
録
が
失
効
し

ま
す
の
で
、必
ず
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

◇
責
任
技
術
者
登
録　

１
月
７
日
㊎
～

18
日
㊋

◇
指
定
工
事
店
登
録　

１
月
28
日
㊎
～

２
月
８
日
㊋　

【
共
通
事
項
】

★
申
請
書
を
左
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。申
請
書
は
、左
記
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

★
◇
環
境
課 

生
活
排
水
係（
本
庁
舎
２
階
）

★
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
７

◇
各
行
政
局 

住
民
福
祉
課

★
19
ペ
ー
ジ
参
照

　

気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
水
道
管

内
の
水
が
凍
結
し
て
、
水
が
出
な
く

な
っ
た
り
、
水
道
管
が
破
裂
し
て
漏
水

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
長
時
間
水
道

を
使
用
し
な
い
と
き
等
は
特
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
凍
結
を
防
止
す
る
た
め
に

◇
水
道
管
に
保
温
材
を
巻
き
付
け
、
直

接
外
気
に
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

◇
水
道
管
内
の
水
を
排
水
で
き
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
排
水
し
て
お
く
。

◇
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
バ
ル

ブ
を
閉
め
て
お
く
。

■
凍
結
し
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
と
き

◇
自
然
に
溶
け
る
ま
で
待
つ
。

◇
凍
結
し
た
と
こ
ろ
に
タ
オ
ル
な
ど
を

巻
き
付
け
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を

ゆ
っ
く
り
と
か
け
る
。

※
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管
が
破
裂

す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

■
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
バ
ル

ブ
を
閉
め
て
水
を
止
め
、
市
が
指
定
す

る
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
の
依

頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
水
道
部 

工
務
課
（
市
水
道
事
業
所
）

☆
０
７
３
９
（
２
４
）
０
０
１
１

今年度の
年末年始の閉庁は
一部の業務を除き
12 月 29 日㊌～
1月 3日㊊です。

年末年始の
閉庁について
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市からのお知らせ Information

　　防災コラム備えて
安心！

　津波は近海の海底部分で生じた地震によ
り引き起こされるものが一般的ですが、外
国など遠方の地震により発生する遠地津波
にも注意が必要です。
　中でも、昭和 35 年に発生したチリ津波
は日本各地に大きな被害をもたらしまし
た。地球の裏側にある南米のチリ沖で発生
したマグニチュード 9.5 という超巨大地震
が引き起こした大津波が、発生から約 24
時間後に日本の太平洋沿岸部に到達すると
ともに、環太平洋全域を襲いました。
　市の沿岸部では、特に新庄地区が浸水の
被害を受け、このうち橋谷から名喜里にか

けては第三波により１m 程度浸水したと
記録されています。
　こうした外国で発生する津波のうち我が国
に影響のあるものについては、北西太平洋津
波情報センターや太平洋津波警報センター、
南シナ海津波情報センターなどの観測デー
タをもとに気象庁が判断し、津波注意報や津
波警報を発表することとなっています。
　遠い外国で起こった津波による警報が発
表された場合は、津波の到達まで数時間か
ら 24 時間というように時間的な余裕はあ
りますが、テレビなどで情報を確認しつつ、
高台など安全な場所へ避難しましょう。

第 88 回　遠地津波について

休日急患診療

☆田辺広域休日急患診療所（市民総合センター
玄関右側）☎ 0739-26-4909
☆内科、小児科、歯科の応急診療
☆☆㊐㊗　9時～ 11 時 30 分、13 時～ 16 時
（※小児科のみ、㊏ 18 時～ 21 時 30 分も診療を
行っています。）
◇年末年始の診療　12/30㊍～ 1/3㊊ 9 時～
11 時 30 分、13 時～ 17 時（内科・小児科・歯科）

主な電話番号等

■田辺市役所　〒 646-8545 新屋敷町 1
☎ 0739-22-5300 ㈹　　0739-22-5310
■市民総合センター　〒646-0028高雄一丁目23-1
☎ 0739-26-4900 ㈹　　0739-26-4914
■龍神行政局　〒 645-0415 龍神村西 376
☎ 0739-78-0111 ㈹　　0739-78-0116
■中辺路行政局　〒646-1492 中辺路町栗栖川396-1
☎ 0739-64-0500 ㈹　　0739-64-0966

■大塔行政局　〒 646-1192 鮎川 2567-1
☎ 0739-48-0301 ㈹　　0739-49-0359
■本宮行政局　〒 647-1792 本宮町本宮 219
☎ 0735-42-0070 ㈹　　0735-42-0239
■市水道事業所　〒 646-0028 高雄三丁目 18-1
☎ 0739-24-0011 ㈹　　0739-24-7910
■市ごみ処理場　〒 646-0053 元町 2291-6
☎ 0739-24-6218 ㈹　　0739-24-4068

田
辺
市
修
学
奨
学
生
（
奨
学
金
・

入
学
準
備
金
）
を
追
加
募
集
し

ま
す

【
奨
学
金
】

☆
令
和
4
年
４
月
に
、
大
学
・
短
大
・

専
修
学
校
・
高
専
・
高
校
等
へ
進
学
す

る
方
及
び
在
学
し
て
い
る
方
で
、
市
に

保
護
者
の
住
民
票
が
あ
る
方

☆
在
学
中
の
学
校
又
は
卒
業
し
た
学
校

で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
専
門
課
程
に

在
学
し
て
い
る
方
は
、
下
記
又
は
各
教

育
事
務
所
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
貸
与
金
月
額
（
無
利
子
）

◇
大
学　

３
万
円　
（
入
学
準
備
金
併

用
時
は
２
万
円
）

◇
短
大
、
高
専
４
・
５
年
生
、
専
修
学

校
専
門
課
程　

３
万
円　
（
入
学
準
備

金
併
用
時
は
１
万
５
０
０
０
円
）

◇
高
校
、
高
専
１
〜
３
年
生
、
専
修
学

校
高
等
課
程　

１
万
円

【
入
学
準
備
金
】

☆
令
和
4
年
４
月
に
大
学
・
短
大
の
１

学
年
、
又
は
修
業
年
限
２
年
以
上
の
専

修
学
校
専
門
課
程
の
１
学
年
へ
進
学

（
大
学
へ
の
編
入
学
を
含
む
。）
を
希
望

し
て
い
る
方
で
、
市
に
保
護
者
の
住
民

票
が
あ
る
方

☆
在
学
中
の
学
校
又
は
卒
業
し
た
学
校

で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
貸
与
金
額
（
無
利
子
）

50
万
円
以
内

【
共
通
事
項
】

■
採
用
人
数　

若
干
名

■
申
請
基
準　

市
修
学
奨
学
生
所
得
基

準
内
に
該
当
す
る
世
帯

■
返
還　

卒
業
後
６
か
月
経
過
後
10
年

以
内

■
提
出
書
類　

願
書
、
推
薦
調
書
、
所

得
証
明
書
、
市
税
完
納
証
明
書

※
専
修
学
校
へ
進
学
予
定
又
は
在
学
中

の
場
合
、
学
校
の
募
集
要
項
等
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

1
月
4
日
㊋
～
28
日
㊎

■
結
果
発
表　

選
考
委
員
会
で
選
考
の

上
、２
月
下
旬
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

■
そ
の
他　

他
の
奨
学
金
で
併
用
制
限

が
あ
る
場
合
を
除
き
、
他
の
奨
学
金
と

の
併
用
は
認
め
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☆
教
育
総
務
課 

庶
務
係
（
市
民
総
合

セ
ン
タ
ー
３
階
）

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
１

☆h
ttps://w

w
w

.city.tan
abe.

lg.jp/kyou
iku

/syou
gaku

kin
.

htm
l

■防災行政テレフォンガイド
☎ 0120-963-910
※防災行政無線を確認する電話案
内サービスです。
■救急安心センター　☎＃ 7119

電話案内サービス

※つながりにくい場合は、市消防
本部（☎ 0739-22-0119）へご連
絡ください。

防災行政メール等

全国版救急受診ガイド
「Q助」

※平均正答率

■学力調査結果

質問事項
小 6 中 3

田辺市 全国 田辺市 全国

学校生活に
関すること

学校に行くのは楽しいと思いますか 86.1 83.4 82.8 81.1

友達と協力するのは楽しいと思いますか 95.4 93.9 94.9 93.3

授業に
関すること

課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか 76.0 78.2 78.3 81.0

自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や
文章、話の組立てなど工夫して発表していましたか 62.1 63.5 61.1 62.0

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げ
たりすることができていますか 82.6 78.8 77.2 77.8

■学習状況調査結果

小６ 中３
国語 算数 国語 数学

田辺市 65 69 62 53

和歌山県 65 70 61 55

全国 64.7 70.2 64.6 57.2

（単位：%）

令
和
３
年
度
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

令
和
3
年
5
月
27
日
に
、全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
が
2
年
ぶ
り
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、小
学
6
年
生
・

中
学
3
年
生
を
対
象
と
し
、
国
語
と
算

数
／
数
学
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
及
び
市
教
育
委
員
会
で
は
、
左
記

の
結
果
を
受
け
、
9
月
校
長
会
及
び
教

頭
会
で
県
・
市
全
体
の
傾
向
と
対
策
を

示
し
、
各
小
中
学
校
で
は
課
題
を
踏
ま

え
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
学
校
教
育
課
（
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

３
階
）

★
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
２

★h
ttps://w

w
w

.city.tan
abe.

lg.jp/gakkou/gakute.htm
l

※「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合 （単位：%）


